
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

フィリピンのお土産といえば何を思い浮かべますか？美味

しいドライマンゴーやバナナチップなどは定番のお土産です

が、素朴で温かみのあるフィリピン産の“ハンドメイド商品”

を選ばれる方も多いのではないでしょうか。 

 

 フィリピンには多くのアート溢れるハンドメイド商品があ

り、人々に親しまれています。お土産だけではなく、自宅でも

お気に入りの芸術作品を気軽に置いて使えたら嬉しいですよ

ね。 

既成品とは違い、職人の手から一つ一つ生まれるハンドメイ

ド商品はどのように作られ、私たちのもとに届くのでしょうか。 

 

今回の特集は、American Women's Bazaar（通称アメバザ※）

でもお馴染みのお店『Art of Gold』を取材し、まぶはい読者

の皆様へ“ハンドペイント＆クラフトの世界”をご紹介します。  

 

※在フィリピンのアメリカ人女性の団体、The American 

Women’s Club of the Philippines (AWCP)が主催するバザー  



 

 

            商品紹介   

 

■南国フルーツのランチョンマット 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 こちらのとっても美味し

そうなフルーツたち、実はす

べてランチョンマット！ 

まるで本物の写真のよう

に見えますが、すべて職人さ

んの手で描かれたもので、ま

さにアート作品。 

 フィリピンならではのフ

ルーツがあるのも嬉しいで

す。 

 一番人気のバナナリーフ

はテーブルランナーバージ

ョン（Ｐ750）も。 

汚れたら洗濯機洗いも可

能です。 

■ＰＲＩＣＥ 

各種 4枚セット Ｐ700 

※交渉により 1 枚単位での 

購入も可能 



 

 

■木製トレイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＰＲＩＣＥ 

※単位：インチ 

0  

  

  

  

  

  

 

5×8 Ｐ300 

7×10 Ｐ350 

8×11 Ｐ450 

10×14 Ｐ575 

12×16 Ｐ750 

14×18 Ｐ875 

 ポップなパイナップル柄

や色鮮やかなハイビスカス

が描かれたこちらの木製ト

レイも、もちろん職人さんの

手で一つ一つペイントされ

たものです。 

 お食事用の大きなものか

らコーヒー用の小さなもの

まで、大小様々なサイズが用

意されています。 

お気に入りの柄とサイズ、

そして希望の外枠の形状（直

線、波状等）とを組み合わせ

てオーダーすることが出来

ます。 



 

 

■ゲストタオル＆クッションカバー 
＜ゲストタオル＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜クッションカバー＞ 

 Art of Gold 主力商品であ

る布製品。すべて職人さんの

手でとても繊細な絵が描か

れています。 

 特別な時に使いたい上質

なゲストタオルは二枚組に

なっていて、シェル、ジプニ

ー、兵隊さんなどカラフルな

イラストが特徴的です。 

 実用的なクッションカバ

ーの中には、フィリピンの

島々が描かれたものもあり

ます。クッションの中身有

り、無し、いずれかを選んで

購入可能です。 

 ゲストタオル、クッション

カバーともここには紹介し

きれないほどたくさんの柄

が用意されています。 

■ＰＲＩＣＥ 

クッション 中有 Ｐ650 

      中無 Ｐ550 

ゲストタオル 

 2 枚セット Ｐ350 

 



 

 

■ブリキ製小物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ＰＲＩＣＥ 

 

  

 

 

ピッチャーS サイズ Ｐ395 

L サイズ Ｐ495 

ティッシュケース Ｐ395 

小物入れ Sサイズ Ｐ395 

Mサイズ Ｐ425 

Lサイズ Ｐ475 

傘立て Ｐ1350 

 ブリキ製品と聞くと、昔懐

かしいブリキのおもちゃを

思い出す方も多いはず。ブリ

キは軽くて丈夫で壊れにく

いため、おもちゃによく使わ

れていました。 

 Art of Gold では、板の状

態のブリキを切り出すとこ

ろから手作業で加工してい

ます。 

 小物入れ、ティッシュケー

ス、傘立てなど様々なブリキ

製品を、同じ柄でオーダーし

て揃えてみるのも可愛いの

ではないでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材に訪れた４月初旬、この日はすでにクリスマス商品の製作

が始まっていました。 

工場内には製作中の品々が所狭しと並び、次々と職人さんの手

で加工されていきます。 

普段見ることが出来ない、製作現場をレポートします。 



 

 

 ブリキ小物製作①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブリキ板からの切り出しも手作業 

写真の右側に写っているブリキ板

を、機械を使わずにすべてハサミを

使って缶のサイズに切り出します。 

大きく硬いブリキ板一つ一つ切るの

はとても大変な作業です。 

あっという間に形にしていきます 

切り出したブリキ板は円柱型に丸め

てから、切り口にふちを付けて形を

整え、ブリキ缶となります。 

次々と作業していき、たくさんのブ

リキ缶が出来上がりました。 

職人さんの手を見せてもらいました 

力も技術も必要な加工を、軍手もせ

ずに作業されています。 

お願いして手のひらを見せていただ

いたのがこの写真。その手はとても

皮膚が分厚く硬そうでした。 



 

 

 ブリキ小物製作②  

 

  
この道 35 年！細かなペイント作業 

一つ一つに手作業でペイントしてい

きます。イラストの見本を見ながら

塗り進めていきます。 

中にはこの道 35 年以上という大ベ

テランの職人さんも！ 

防水用のニスを塗ります 

ペイントが乾いてから防水用のニス

を塗ります。ブリキ製品はピッチャ

ーや植木鉢など、水周りの用途でも

活用できます。腐食を防止するため

にもニスをしっかりと塗っていきま

す。 

 

取っ手を付けて完成！ 

完成！便利な取っ手もついていて、

底には木製の丸い脚がついていま

す。 

おもちゃの兵隊さん柄の赤いバケ

ツ、とてもキュートです。 



 

 

 ゲストタオル製作  

 

 

 

白地の生地にシルクスクリーンを使

ってパターンを引きます。 

写真には写っていませんが、職人さ

んの周りには白生地がたくさん。 

黙々と作業をされています。 

パターンが引かれた生地に筆で塗っ

ていきます。 

１日にランチョンマットを 30 枚描

きあげる職人さんもいます 

職人さんが使っている塗料です。 

赤、青、緑、黄色、とてもカラフル

です。 



 

 

 オーナーインタビュー  

 

 

Ｑ１：お店の成り立ちを教えてください 

1983 年頃ラグナで元々はパッチワーク製品をシンガポール

やインドネシアから輸入して販売していました。しかし、コス

トがかかり過ぎていたことから、自分たちでコンセプトやデザ

インを考え、ピローから作り始めました。 

 

Ｑ２：取扱い製品は？ 

布製品が売り上げの 70％を占めており、次いで木製製品、

ブリキ製品です。店舗は持っておらず、80％はオーダーを受け

たものを作成しています。販売先はアメリカが一番多く、日本

へも輸出していたこともあります。 

 

 

 



 

 

Ｑ３：どのように商品のデザインを考えるのですか？ 

本などからデザイナーがインスピレーションを受けて描い

たオリジナルデザインが中心です。最近では、バイヤーさんや

お客様から直接メールで指定の絵柄や写真から起こしてのデ

ザインも多くなりました。 

 私たちのオリジナルのデザインがコピーされないよう注意

しており、一般向けにはあえてプロモーションをしていません。 

 

Ｑ４：作成はどれぐらいの人数でどのようにされていますか？ 

作業は完全に分業制にしていて各パートにプロフェッショ

ナルの職人がいます。職人は常時７人、繁忙期には 20～30 人

になることもあります。 

 

Ｑ５：製品の特長は 

主力のファブリック製品は、すべて手書きで作成しています。

特殊な塗料を使っており洗濯機で水洗いをしてもペイントが

とれることはありませんので、安心して使っていただけます。 

ブリキ製品は、電動の機械は一切使わず、切り出しから加工

まですべて手作業で行っています。 

 

Ｑ６：読者の方へメッセージ 

私たちはベストを尽くしていますので、フィリピンの職人が

心をこめて作った商品を是非見にいらしてください。 

いつでもウェルカムですがお休みの日もあるので事前にご

確認ください。 

  



 

 

 

 終わりに  

 

フィリピンの「手作り」は他国の常識を超え、材料切り出し

から、加工・縫製・ペイント、すべてが手作業で驚きの連続で

した。 

危険な作業でも手を保護することなく指の感覚さえも道具

の一つとする姿、緻密なイラストを筆一本で描いていく様はま

さに職人のなせる技。 

そうやって出来上がる商品は、ハンドメイドのぬくもりが溢

れていて、どれもとても素敵でした。 

 

今回ご紹介した商品はカスタマイズ可能。 

私たちも、タートル柄のクッションカバーに「赤いコーラル

の絵を付け足しほしい！」とお願いしたところ、二つ返事で「Ｏ

Ｋ！」をいただきました。 

 オーダーした商品はアメバザで受け渡しをしてくれます。 

 

＜その後＞オーダーどおり出来上がりました！ 

 

 

 

  



 

 

■Art of Goldへのアクセス 

①C5で Carlos P.Garcia Ave 方面へ 

②Bitcun EXIT で降り 

③W Service Rd から Sun Valley Drへ入る 

 

④Benedictine Stへ入る 

 

⑤200Ｍほど進み、右手に赤い大きな鉄の門がある建物 

 



 

 

■会社データ 

Art of Gold Enterprises, Inc. 

322 Benedictine Street, Sta. Ana Village, Brgy.  

Sun Valley, Paranaque City, Philippines 

営業時間：月～金 09:00～17:00 

       土  要予約 

日・祝 休み 

電話番号：02-823-9388 or 0917-899-1380 

https://www.artofgold.com.ph/home 

 

■イベントへの出店情報 

American Women's Bazaar  

毎月 SMX CONVENTION CENTER で開催 

http://www.awcphilippines.net/Bazaar-Schedule 

 

 

※掲載の商品・価格は 2018 年 4月現在のものです 

 

https://www.artofgold.com.ph/home

